
 

  岩国市立東中学校 働き方改革に係る取組   
 本校は、「山口県 学校における働き方改革加速化プラン【第３期】」の４つの柱・１２の取組に沿

って、教職員の働き方改革に取り組んでいます。 
 

◇ 時間外在校等時間の削減状況（市町立中学校）         
■ 中学校における時間外在校等時間の状況 

  ※ 時間外在校等時間：勤務時間外において、学校教育に関する業務を行っている時間のことです。 

年度 区分 本校 県平均 

平成４年度 
１か月当たりの平均時間外在校等時間 65時間 ４７．０時間 

月４５時間超の教員の割合 76.3％ ４９．１％ 

令和５年度 
１か月当たりの平均時間外在校等時間 61時間 ４４．５時間 

月４５時間超の教員の割合 75.2％ ４４．５％ 

令和６年度 
１か月当たりの平均時間外在校等時間 58.5時間 ４１．７時間 

月４５時間超の教員の割合 70.6％ ４１．４％ 
 

◇ 本校の主な取組                      

【業務時間の確保】 

●学校業務アシスタントの効果的な活用 ●校時表の見直しによる放課後時間の確保 

●留守番電話の導入（～７：30 18：00～）●毎週水曜日は部活動を実施しません。   

●長期休業中の時差出勤の設定（長期休業中は、勤務時間を個別に設定して勤務する教員

がいます） 

【業務の改善】 

●会議のペーパーレス化   ●配付書類のWebデータ化による印刷・配付作業の削減     

●欠席連絡をデジタル化しています。 ●学校評価アンケートをデジタル化しています。 

●通知表様式の見直し 

●基本的には学校以外が担うべき業務（H29.12.26文部科学省） 

⇒① 放課後から夜間など勤務時間外における見回りや児童生徒が補導されたときの対応 

⇒② 勤務時間外における登下校に関する対応 

⇒③ 学校徴収金の徴収と一部の管理 

⇒④ 地域ボランティアとの連絡調整  ※本校でも完全実施に向けて努力しています。 

【保護者・地域との連携】 

●地域道徳の実施 ●いつでも参観日の実施 
 

◇ 県教委・市教委の取組                      

■「山口県 学校における働き方改革加速化プラン【第３期】」 

■働き方改革リーフレット（令和７年度版） 

■岩国市教育委員会の取組 

・学校業務アシスタント、部活動支援員の配置 

・ＩＣＴ支援員の配置による校務用端末の活用支援 

・学校への送付文書や配付物の精選及び Groupware掲示板の活用 

・学校閉庁日の設定 

 ・方針に基づく部活動地域展開に向けた取組 ・部活動は平日 17時下校を目標 


